
ごあいさつ 
 

 本日はお忙しい中、私たち「アンサンブル・エスカルゴ」の演奏会にお越し頂きまして有

り難うございます。 

 今年も猛暑の夏、各地に高温注意報が出され体温を超える暑さでした。夏の台風

に大雨、所によっては突風と竜巻、本当に地球はどうなってしまうのでしょうか。早く涼し

くなって欲し～いと思いながら過ごす毎日でしたね。 

 さて、「アンサンブル・エスカルゴ」はグループ結成 37 年目を迎えました。 

 北村先生のご指導のもと、相変わらず月１回の定例会と春・秋の合宿に、各地から

集まっての練習です。なかなか全員集まることが少なく思うようには進みませんが、１年４

ヶ月ぶりの演奏会です。季節は芸術の秋、爽やかな秋風が吹くような演奏会になれば

良いなと思っています。 

 どうぞ最後までお聴きになって、ご意見やご感想をお聞かせ下さい。 

 最後に、皆様の温かいお心に支えられて、この演奏会が開催できますことを心から感

謝致します。     「アンサンブル・エスカルゴ」一同 

 

プログラム 
 

◆ マスキング（Masquing）  Ａ．チャリンジャー（1950－ ） 
 
昨年、愛好家の呼びかけで、東京でチャリンジャー・フェスティバルが開催されました。そ

の時エスカルゴのメンバーがご本人に伺ったところによると、作曲時に重視するのは「リズ

ムとパターン」とのことでした。本作品は短いながらも心を合わせて「リズムとパターン」を紡

ぎだす、チャリンジャーらしさを堪能できる作品となっています。 

 

◆ 組曲第４番 春の日記  Ｊ．Ｃ．Ｆ．フィッシャー（1656?－1746） 
序曲 / アントレ / ロンド / ガヴォット / メヌエット / パッサカリア 

 
ドイツ・バロックの作曲家フィッシャーは、パリで学んでフランス音楽のスタイルをドイツへ持

ち込み、若き日のバッハにも影響を与えたと言われています。この管弦楽組曲も、冒頭

にフランス風序曲が置かれています。今日はソプラノからグレートバスまでの５声に、それ

ぞれ１オクターブ低い楽器を重ねて演奏します。パイプオルガンを彷彿とさせる多彩な響

きを感じて頂ければ嬉しいです。 

 

◆ ジュビリー・ワルツ      D．トンプソン（1944－ ） 
 

 
この曲は 1987 年に、イギリスのリコーダー愛好家協会の 50 周年を記念して作曲されま 

 

 

した。それから早 28 年。20 世紀初頭に再復興したリコーダーは 21 世紀に入り更なる

発展期を迎えています。そのような中にあっても、この曲の、リコーダーらしいのびやかな

愛らしさに満ちたレトロな響きは愛好家を魅了してやみません。 

 

◆ ブランデンブルク協奏曲 第６番  Ｊ．Ｓ．バッハ（1685－1750） 
アレグロ / アダージョ マ ノン トロッポ / アレグロ 

 
ブランデンブルク協奏曲は６曲から成る合奏協奏曲集で、バッハがブランデンブルク＝シ 

ュヴェート辺境伯に献呈したことから、この名がつけられました。今回演奏する第６番で

は、２挺のヴィオラが織りなす旋律をオーケストラが引き立てます。今日はヴィオラに代わ

ってアルト・リコーダー２本を使います。生き生きとした１楽章に続いて２楽章は小さい編

成でしっとりと、最後に３楽章で華やかに締めくくります。曲想の違いもお楽しみください。 

 
＊＊＊＊＊  休 憩  ＊＊＊＊＊ 

 
◆ バビロンの流れのほとりで ／ 第１旋法によるリチェルカーレ 

        Ｇ．Ｐ．ｄ．パレストリーナ（1525－1594） 
 

 
パレストリーナはルネサンス後期にイタリアで活躍した作曲家です。「バビロンの流れのほ

とりで」は、旧約聖書の詩篇 137 に基づく４声のモテット（多声部による宗教的声楽曲）

で、バビロンの捕囚となったユダヤの民が、故郷エルサレムを想って歌ったものです。リチェ

ルカーレは、ルネサンスから初期バロックにかけての器楽曲の様式の一つで、冒頭で提

示された主題を各声部が次々に模倣しながら展開します。 

 

◆ ピーナッツバター風味のプレリュードとフーガ 

         Ｇ．シャノン（1966－ ） 

   テイク・ファイブ    P．デスモンド（1924－1977） 
 

 
まず、シャノン作曲のリコーダー・オリジナル曲をお聴き頂きます。ご本人がこの曲の演奏

動画を YouTube にアップしており、添えられたコメントによると、クランチなプレリュードとス

ムーズなフーガの対比を、ピーナッツバターになぞらえたのだそうです。続いて、映画やテレ

ビなどで耳にする機会も多い、ジャズの名曲「テイク・ファイブ」。曲名の由来になった 5/4

拍子のリズムが特徴的です。 



 

 

◆ ５本のフルートのための協奏曲 第４番 

        Ｊ．Ｂ．ｄ．ボワモルティエ（1689－1755） 
アダージョ / アレグロ / アレグロ 

 
 
ボワモルティエはフリーランスの作曲家としてパリで人気を博し、幅広いジャンルに渡る作

品で人々を楽しませました。当時大流行のフルートを５本も使った協奏曲という革新的

な取り組みは、売れっ子作曲家ボワモルティエの面目躍如とばかりにパリの人々を魅了

したことでしょう。 

 

◆ 小交響曲        C．グノー（1818－1893） 
アダージョ － アレグレット / アンダンテ カンタービレ / 

アレグロ モデラート / アレグレット 
 
グノーと言えば「アヴェ・マリア」を思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。19 世紀フ

ランスを代表する作曲家であるグノーの作品は、素朴でありながら気品のある抒情的な

旋律が印象的です。この小交響曲はフルート１、オーボエ・クラリネット・ファゴット・ホルン

各２の計９人の管楽器奏者によって演奏される室内楽曲です。今日はソプラニーノから

コントラバスまで６種類のリコーダーによる、一味違ったアレンジでお楽しみください。 
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